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理数系教科研究会（理科・物理）「研修会」のご案内 

「リンク機構による１自由度脚機構の製作」 
 

 

初夏の候 先生方におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。    

さて、高等学校で物理基礎及び物理の履修選択者は、理工系や医歯薬系など様々な分野へ進みます。その

中でも将来の進路として工学系を選択する生徒は多くいます。しかし、中高の教員は理学系や教育学系の出

身者が多く、工学系出身で中高物理を担当している教員は少ないのが現状です。そこで今回は、大学の工学

分野において、中高物理・数学がどのように活用され、ものづくりに応用されるのかを学んでいきたいと考

えます。講師は東京工業大学副学長の岩附信行先生です。岩附先生は機械工学を専攻され、ロボットの機構

や制御など多岐に渡って研究されています。加えて、工学の魅力を伝えるために中高生への出張授業なども

精力的に活動されています。本研修会では、出張授業でも行っているロボット工学に基づいた「リンク機構」

の工作を行います。工作では色画用紙など身近な道具で「機構」の制作ができることを体感します。各校へ

お持ち帰りいただき、先生方の今後の理科教育・環境教育の一助としてご活用いただける内容かと存じます。

探究や STEAM 教育、教科横断型授業の視点からもよい機会になると考えますので、奮ってご参加ください

ますようお願い申し上げます。 

記 
 

１．日  時  令和６年７月２７日（土）１４：００ ～１６：００ （受付開始１３：３０～） 

         

２．会  場  東京工業大学 大岡山キャンパス 石川台１号館６Ｆ ６５５セミナー室 

          ※裏面案内図をご参照ください。 

 

３．研修内容  ・機構の自由度について学ぶ 

        ・リンク機構による１自由度脚機構の試作実習 

        ・実習と中学と高校における学びとの関連 

 

４．講  師  東京工業大学副学長  岩附 信行 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜プロフィール＞ 

1982 年 3 月 東京工業大学工学部機械工学科卒業 

1987 年 3 月 東京工業大学大学院理工学研究科機械工学専攻博士後期課程修了 

       工学博士 

1987 年 4 月 東京工業大学精密工学研究所助手 

1995 年 4 月 東京工業大学工学部助教授 

1999 年 3 月から 2000 年 1 月 米国オハイオ州立大学，スタンフォード大学 

              にて客員研究員 

2003 年 1 月 東京工業大学大学院理工学研究科教授 

2016 年 4 月 東京工業大学工学院長・教授 

2020 年 10 月 東京工業大学国際広報担当副学長・工学院教授 

  この間，機械運動学（とくにロボット機構），機械力学（特に振動と騒音）に 

関する教育・研究に従事． 



 

５．定  員  ３０ 名（申し込み順⇒定員になり次第締め切ります） 

 

６．参 加 費  無 料（当協会会員各校の拠出金と(公財)東京都私学財団からの補助金で運営しております） 

 

７．申込方法  ７月２２日（月）までに東京私学教育研究所 HP よりお申し込みください。 
 

URL  https://k.tokyoshigaku.com 

※当日 12：30以降の緊急連絡先 090-4432-2886（研究所携帯） 

 

８．委員名（支部・学校名） 

              委員長 武藤 道郎（②芝） 

              委 員 古月 徳磨（⑧田園調布雙葉） 吉田 孝三（⑪啓明学園） 

川島 健治（⑫法政大学） 

         

東京私学教育研究所   

理数系教科研究会（理科・物理） 担当：岡沢・山本                          

TEL 03-3263-0544 

 

 

 

天候の悪化や各種災害、それに伴う公共交通機関の対応などにより、実施方法（オンライン研修を含む）プログラムの 

変更や中止（延期）となる場合があります。その際には web 申込時にご入力いただいたメールアドレスへ迅速にご案内 

させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

《会場案内図》 


